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芝
浦
工
大
柏
高
校
の
活
動
報
告

日
越
の
若
き

探
究
者
た　

　

ち
が
描
く「
未
来
の
建
築
」

　

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
に
あ
る
Ｆ
Ｐ
Ｔ
高
校
と
本
校

の
交
流
は
２
０
１
９
年
、
本
校
が
文
部
科
学
省
よ
り

指
定
を
受
け
た
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
事
業
の
一
環
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
。

当
初
の
交
流
は
、
互
い
の
文
化
を
紹
介
し
合
い
、
断

片
的
な
社
会
課
題
を
提
示
し
合
う
と
い
っ
た
、
い
わ

ば
「
点
」
の
交
流
に
留
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
２

０
２
２
年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結
を
経
て
、

こ
の
関
係
性
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
。

　

単
な
る
「
異
文
化
理
解
」
と
い
う
親
睦
の
段
階
を

超
え
、
両
国
の
生
徒
が
同
じ
目
線
に
立
ち
、
共
通
の

課
題
に
対
し
て
共
に
解
決
策
を
模
索
す
る
「
協
働
探

究
」
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
年

度
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
「
さ
く
ら

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
力
強
い
サ
ポ
ー

ト
を
得
て
、
Ｆ
Ｐ
Ｔ
高
校
の
生
徒
お
よ
び
教
員
を
日

本
へ
招
へ
い
す
る
こ
と
が
実
現
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
空

間
で
の
事
前
交
流
と
、
対
面
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
・
発
表
会
を
組
み
合
わ
せ
た
、
密
度
の
高
い
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
自
然
災
害
と
い
う

　
　
　
　
　

共
通
の
壁
に
挑
む

　

本
年
度
、
私
た
ち
が
探
究
の
柱
に
据

え
た
テ
ー
マ
は
「
建
築
」
で
あ
る
。
日

本
を
襲
う
地
震
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
を

脅
か
す
台
風
や
洪
水
。
こ
う
し
た
自
然

災
害
の
脅
威
を
前
に
、
生
徒
た
ち
は

「
土
木
」
と
い
う
公
的
な
イ
ン
フ
ラ
か

ら
「
住
宅
」
と
い
う
私
的
な
空
間
ま
で
、

多
角
的
な
視
点
で
両
国
の
課
題
を
洗
い

出
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
２
０
２
５
年
10
月

か
ら
始
ま
っ
た
全
６
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン

事
前
交
流
か
ら
始
動
し
た
。
英
語
を
母

国
語
と
し
な
い
生
徒
同
士
、
最
初
は
画

面
越
し
に
言
葉
の
壁
に
突
き
当
た
る
場

面
も
見
受
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ス
ラ

イ
ド
の
工
夫
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
の
補

足
、
そ
し
て
カ
メ
ラ
越
し
の
身
振
り
手

振
り
な
ど
の
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
駆
使
し
な
が
ら
、
議
論
は
次
第

に
深
ま
り
を
見
せ
、
２
月
の
対
面
発
表

に
向
け
た
土
台
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第
487
回

＝
特
別
連
載
＝

青木 重憲
（芝浦工業大学柏高校
キャリア開発部教諭）

共同研究発表会

芝浦工大志手研究室を訪問
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■
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

今
回
の
来
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
そ
れ
ま
で
画
面

越
し
に
議
論
し
て
き
た
知
識
を
、
実
際
に
「
体
験
」

で
き
る
行
程
を
組
ん
だ
。

〈
２
月
12
日
〉
成
田
空
港
に
て
一
行
を
出
迎
え
、
本

校
に
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
本
校
生
徒

に
よ
る
校
内
案
内
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。

〈
２
月
13
日
〉
浅
草
寺
五
重
塔
の
「
心
柱
」
や
本
堂

の
屋
根
素
材
の
見
学
に
続
き
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

で
は
心
柱
の
原
理
を
応
用
し
た
現
代
の
制
振
技
術
を

視
察
。
午
後
は
翌
日
の
発
表
に
向
け
た
最
終
調
整
を

本
校
生
徒
と
と
も
に
行
っ
た
。

〈
２
月
14
日
〉
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
探
究
発
表
会
を
開
催
。

１
０
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
の
前
で
、
本
校
生
徒

の
発
表
に
混
じ
っ
て
、
建
築
を
軸
と
し
た
「
統
合
洪

水
管
理
・
発
電
シ
ス
テ
ム
」
「
台
風
被
害
の
解
決

策
」
「
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
方
法
」
に
つ
い
て
英

語
で
本
校
生
徒
と
共
同
発
表
を
し
た
。
特
に
「
都
市

ダ
ム
（
洪
水
対
策
の
地
下
貯
水
槽
を
利
用
し
た
排
水

発
電
）
」
の
提
案
は
、
高
校
生
ら
し
い
柔
軟
な
発
想

で
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
価
値
を
創
造
し
よ
う
と
す

る
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。

〈
２
月
15
日
〉
「
国
立
西
洋
美
術
館
」
見
学
で
は
建

物
自
体
に
使
わ
れ
て
い
る
免
震
装
置
や
免
振
技
術
を

視
察
し
、
世
界
遺
産
を
地
震
か
ら
守
る
工
夫
を
学
ん

だ
。
午
後
は
埼
玉
県
に
あ
る
「
首
都
圏
外
か
く
放
水

路
」
を
訪
れ
、
巨
大
な
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
役
割
を
実

体
験
し
た
。

〈
２
月
16
日
〉
午
前
は
芝
浦
工
業
大
学
建
築
学
部
の

志
手
教
授
の
研
究
室
を
訪
問
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
留

学
生
を
含
む
大
学
院
生
ら
の
指
導
の
も
と
、
Ａ
Ｒ
を

用
い
た
構
造
設
計
を
体
験
し
た
。
午
後
は
清
水
建
設

技
術
研
究
所
を
視
察
。
こ
れ
ま
で
見
学
し
た
浅
草
寺

や
国
立
西
洋
美
術
館
の
地
震
対
策
を
同
社
が
手
掛
け

て
い
た
こ
と
を
知
り
、
来
日
し
て
得
た
知
識
が

「
線
」
と
し
て
つ
な
が
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
風
洞

実
験
の
体
験
や
巨
大
地
震
を
再
現
で
き
る
最
先
端
の

大
型
振
動
台
の
見
学
を
通
じ
、
最
先
端
技
術
だ
け
で

な
く
、
日
本
の
「
安
全
な
も
の
づ
く
り
」
に
対
す
る

技
術
者
の
真
摯
な
姿
勢
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
技
術
習
得
の
先
に
あ
る
「
信
頼
」

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
は
、
二
つ
の
側
面
か
ら
総

括
で
き
る
。
一
つ
は
「
科
学
技
術
的
知
見
の
深
化
」

で
あ
る
。
「
日
本
の
技
術
に
感
銘
を
受
け
た
。
将
来

は
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
深
く
学
び
た
い
」
と
い
う
Ｆ
Ｐ

Ｔ
高
校
生
の
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
彼
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
「
知
」
と
「
情
」
が
混
じ
り
合
う

交
流
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
技
術
へ
の
称
賛
以

上
に
、
本
校
生
徒
と
の
友
情
や
日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
へ
の
感
謝
が
綴
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
交

流
は
今
も
絶
え
ず
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
掲
げ
る
「
親
日
派
・

知
日
派
の
育
成
」
と
い
う
目
標
に
お
い
て
、
こ
れ
以

上
な
い
成
果
を
上
げ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

■
今
後
の
展
望

　

こ
の
成
果
を
も
と
に
、
今
後
は
二
国
間
で
の
共
同

研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
の
枠
を
超
え
、
イ

ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
と
い
っ
た
日
本
と
の
接
点

が
少
な
い
地
域
へ
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

〈
多
国
籍
間
で
の
複
眼
的
議
論
〉
二
国
間
の
視
点
を

さ
ら
に
広
げ
、
三
カ
国
、
四
カ
国
で
の
共
同
議
論
を

通
じ
て
、
よ
り
複
雑
化
す
る
地
球
規
模
の
課
題
に
挑

む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
。

〈
「
実
際
に
手
を
動
か
す
」
実
践
教
育
〉
高
度
な
理

論
に
終
始
せ
ず
、
身
近
な
材
料
で
の
試
作
や
校
内
の

実
験
室
で
実
験
を
行
い
な
が
ら
、
高
校
生
ら
し
く
草

の
根
探
究
を
行
う
こ
と
で
科
学
の
種
を
蒔
き
続
け
る
。

〈
客
観
的
視
点
に
よ
る
「
日
本
再
発
見
」
〉
海
外
の

生
徒
と
の
協
働
は
、
日
本
を
外
か
ら
の
視
点
で
見
つ

め
直
す
鏡
と
な
る
。
こ
れ
は
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
す
る
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
不
可
欠
な
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
海
外
の
若
者
に
知
見
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
高
校
生
に
と
っ
て
も
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
た
め
の
重
要
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー

ン
で
あ
る
。
こ
の
小
さ
な
一
歩
が
、
国
境
を
越
え
た

「
未
来
を
支
え
る
大
き
な
力
」
に
な
る
と
信
じ
て
、

今
後
も
進
ん
で
い
き
た
い
。

清水建設技術研究所（東京都江東区越中島）にて




